
第
13
回
初
夏
祭
の
ん
の
さ
ん
の
縁
日

◆
日　

時

　

6
月
29
日
㈯　

午
後
１
時（
開
場
）

　

6
月
30
日
㈰　

午
前
10
時（
開
場
）

◆
場　

所　
　

　

大
聖
寺
境
内
（
継
立
5
番
地
1
）

※
雨
天
の
場
合
は
本
堂
で
実
施
し

ま
す
。

◆
内　

容

・
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
、
ト
イ
シ
ア

タ
ー
、
お
え
か
き
っ
こ　

み
ゆ

・
「
る
み
る
み
」
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

・
み
の
り
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
な
ど
の

郷
土
芸
能

・
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ム
（
景
品
あ
り
）、

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

・
初
日
の
締
め
に
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

・
２
日
目
の
午
前
10
時
半
よ
り
高
額

景
品
ひ
と
り
じ
め
の
「
お
祭
り
ウ

ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

※
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
観
覧
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
聖
寺　
　

　

☎
�
２
１
０
８

Ｖ
Ｒ
認
知
症
体
験
会
を
開
催

　
　

認
知
症
に
な
る
と
自
分
の
思
い

を
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
起
こ
す
行
動
は
周
囲
に
は

理
解
で
き
な
い
も
の
と
映
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
認
知
症
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、

混
乱
す
る
環
境
で
は
誰
も
が
通

常
と
違
う
行
動
を
起
こ
す
も
の

と
理
解
す
る
た
め
に
、
認
知
症
の

空
間
失
認
、
見
当
識
障
害
な
ど
の

中
核
症
状
を
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
の
技
術
を
活
用

し
、「
認
知
症
を
体
験
す
る
」
こ

と
で
認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を

深
め
る
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
６
月
26
日
㈬

①
午
前
10
時
～
11
時
半
（
受
付
開
始

午
前
９
時
半
～
）

②
午
後
1
時
半
～
3
時

　
（
受
付
開
始　

午
後
1
時
～
）

※
い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
方
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
場　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

2
階
研
修
室
Ａ

◆
定　

員

　

①
、
②
と
も
に
35
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

※
13
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
申
込
方
法

　
６
月
３
日
㈪
以
降
に
左
記
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　

町
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
５
５

く
ら
し

６
月
3
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
　

町
職
員
が
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や

　

半
袖
シ
ャ
ツ
な
ど
の
過
ご
し
や
す

　

い
服
装
で
の
軽
装
勤
務
を
励
行
し

　

ま
す
。

◆
励
行
期
間

　

6
月
3
日
㈪
～
9
月
30
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
に
介

護
用
品
給
付
券
を
支
給　

　
　

町
で
は
要
介
護
４
、
５
に
認
定

　

さ
れ
た
方
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

　

い
る
ご
家
族
に
対
し
、
紙
お
む
つ

　

や
尿
と
り
パ
ッ
ド
、
ド
ラ
イ
シ
ャ　

　

ン
プ
ー
な
ど
の
介
護
用
品
を
購
入

　

で
き
る
給
付
券
を
支
給
し
て
い
ま

　

す
。
次
の
対
象
要
件
の
全
て
に
該

　

当
さ
れ
る
方
は
町
福
祉
課
（
6
番

　

窓
口
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
要
件

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介

　

護
４
、
５
に
認
定
さ
れ
、
長
期
入

　

院
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て

　

い
な
い
方

②
介
護
す
る
ご
家
族
が
住
民
税
非
課

　

税
世
帯

③
介
護
す
る
ご
家
族
が
町
税
等
の
滞

　

納
が
な
い
世
帯

◆
給
付
額

　

月
額
６
２
５
０
円
（
上
限
額
）

◆
申
請
手
続
き

　

印
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を　

　

持
参

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
7

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」

　
　

外
国
人
は「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

　

適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め

　

ら
れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

　

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
の
加

　

入
を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　

☎
０
１
２
３
（
５
２
）
４
４
１
１

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
４
４
９
０

コンビニ納付が
できます！

町税納期限

7 月  1 日（月）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町道民税　　　①期

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

こんなときには…

　　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての方は、国民年金への加
入が法律で義務付けられています。届け出は加入するときだけで
なく、被保険者種別が変わったときにも必要です。もし届け出さ
れなかった場合、年金額が少なくなったり、受け取ることができ
なかったりする場合もありますので、必ず届け出をしましょう。

届け出が必要なとき 異動の内容 持参するもの

20 歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

第１号被保険者 ・印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金を喪失した場合）

第２号被保険者から第１号
被保険者（第３号被保険者
に該当する場合を除く）

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が退職したとき。または扶養から外
れたとき

第３号被保険者から第１号
被保険者

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

の届け出が必要です

【問い合わせ】
　町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

【日　時】　6 月 8 日㈯   14：00 ～
【場　所】　栗夢広場（旧栗山小学校グラウンド）

見学自由　　　　　　「備えあれば憂いなし」
栗山消防団春季連合消防演習

催

し

25 広報くりやま　2019. 6 242019. 6　広報くりやま   

【日　時】　6月 21日㈮
　　　　　１８：００～２０：３０
【内　容】

①参加店またはまちの駅「栗夢プラザ」で参加
　券を購入
②規定の飲食をし参加券に押印
③規定時間内に 3 軒以上飲食してまわる
④ 20：30 に参加店の店内で当選番号発表
【参加券】　1 枚 2,000 円
【主　催】　

　栗山町料飲店組合
【問い合わせ】

　まちの駅「栗夢プラザ」　☎ 73-5515

くりやま食べて飲んでラリー～地産地消応援～

　栗山町料飲店組合では、はしご酒で多く
の飲食店を楽しんでもらおうと「くりやま
食べて飲んでラリー」を実施します。皆さ
んのご参加をお待ちしています。

水道メーターの交換
　ご家庭に設置された水道メーターは、そ
の精度を確保するために、8 年に一度新し
いメーターに交換する必要があります。（計
量法で規定）
　このことから、ご家庭の水道メーターの
交換作業を実施します。交換の対象となる
ご家庭には、町指定水道工
事業者から、「水道メーター
交換のお知らせ」が届きま
すので、交換作業へのご協
力をお願いします。（一時的
に水を停止）
　なお、取り換えの費用は
無料です。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道　

く
ら
し
　  

催
　
し      

講
　
習
　  

募
　
集
　  

試
　
験     

相
　
談



試

験

相

談

狩
猟
免
許
試
験

・
狩
猟
試
験
予
備
講
習

◆
日　

時

　
７
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

◆
場　

所

　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
～
る　

多
目
的
室
1
・
2
・
3

◆
受
講
料

　

第
1
種
、
第
2
種

　
１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　

わ
な　

7
5
0
0
円

　

網　

7
5
0
0
円

　

第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

　

網
、
わ
な
を
受
講　
１
万
円

◆
受
付
期
間

　

7
月
2
日
㈫
～
23
日
㈫

※
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
前
９
時
半

　

か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
は
事
務
所

　

対
応
で
す
。

・
狩
猟
試
験

◆
日　

時

　

8
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
～

◆
場　

所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局

　

☎
・
℻

　

0
1
2
6
（
2
４
）
1
1
1
1

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時

　

6
月
21
日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日　

時　

　

6
月
20
日
㈭

　

午
後
1
時
～
3
時

◆
場　

所

　

岩
見
沢
保
健
所

◆
内　

容

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
方

に
対
し
て
、
精
神
科
医
に
よ
る
面

接
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
申
込
先

　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課

　

☎
0
１
２
６
（
２
0
）
0
１
２
２

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

　
　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
す
る
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。

　
　

町
で
は
4
人
の
人
権
擁
護
委
員

　

が
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
活
動
や

　

皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の
お

　

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
０
６
１
９

講

習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
受
講
対
象
者

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

　

い
る
危
険
物
取
扱
者
の
方
の
場
合

　

は
、
前
回
保
安
講
習
を
受
講
し
た

　

日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

　

日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

　

い
な
か
っ
た
方
が
、
危
険
物
の
取

　

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

　

た
場
合
に
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

　

受
講

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
従
事
す
る

　

こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以

　

内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
場
合
ま
た
は
講
習

　

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交

　

付
日
ま
た
は
そ
の
受
講
日
以
後
に

　

お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

　

年
以
内
に
受
講

◆
講
習
日
時
お
よ
び
会
場

　

岩
見
沢
市　

　
６
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫　
　

 

◆
受
講
申
請
書

　

希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出

◆
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

募

集

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
受
講
者
募
集

◆
募
集
定
員

　

40
人
程
度
（
手
書
き
部
門
・
パ
ソ

コ
ン
部
門
各
20
人
）

◆
開
催
日

　

8
月
31
日
㈯

　

9
月
１
日
㈰
、
14
日
㈯
、

　
　
　

15
日
㈰
、
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　

10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　

11
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
、
16
日
㈯

　
　

17
日
㈰

　

12
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰　

　

全
14
日
間

◆
開
催
場
所

　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌

　

市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

◆
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
（
４
５
０
０

円
程
度
）
な
ど
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

　

7
月
31
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
様
式

の
申
込
書
で
申
し
込
み

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害

　

者
福
祉
協
会
（
札
幌
市
中
央
区
北

　
２
条
西
７
丁
目　

道
民
活
動
セ
ン

　

タ
ー
ビ
ル
４
階
）

　

☎
０
１
１
（
２
５
１
）
１
５
５
１

　

℻
０
１
１
（
２
５
１
）
０
８
５
８

第
44
回
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
出
場
者
募
集

◆
日　

時　

　
７
月
20
日
㈯　

　

午
後
1
時
半
～
3
時

※
他
の
行
事
と
の
時
間
調
整
な
ど
に

よ
り
、
時
間
帯
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場　

所

　

栗
山
駅
前
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆
音
響
機
器

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
「
ジ
ョ
イ
サ
ウ
ン

ド
Ｆ
１
」

※
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

◆
参
加
資
格

　

町
内
外
問
わ
ず

◆
定　

員

　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
歌
う
順
番
は
実
行
委
員
会
で
決
定

し
、
後
日
参
加
さ
れ
る
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
６
月
17
日
㈪
ま
で

※
実
行
委
員
会
に
用
意
し
て
い
る
申

込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

牧
野
（
栗
山
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
�
１
２
７
８

　

℻
�
４
０
０
１

栗
小
お
話
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

　
　

栗
小
お
話
会
は
栗
山
小
学
校
で

　

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

週
に
一
回
程
度
15
分
間
で
子
ど

　

も
た
ち
に
楽
し
く
絵
本
を
読
ん
で

　

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

経
験
者
と
ペ
ア
に
な
っ
て
い
た

　

だ
く
の
で
、
安
心
し
て
楽
し
く
読

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
対　

象　

　

朝
に
小
学
校
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
る
方

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
時　

間　

　

火
曜
日
～
木
曜
日

　

午
前
8
時
15
分
～
30
分

◆
連
絡
先　

　

栗
山
小
学
校
教
頭　

土
谷

　

☎
�
1
1
7
9
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ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

　

く
ら
し
　  

催
　
し      

講
　
習
　  

募
　
集
　  

試
　
験     

相
　
談

喜多村委員　土田委員　井上委員　諏訪委員
　 （継立）　   （松風４）　（松風３）　  （中里）

　令和 2（2020）年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催を控え多数の外国人の来日が予想され
ることから、一部の外国人による不法就労や不法滞在な
どの犯罪増加が懸念され、このような犯罪に国際的な犯
罪組織が関与していることも疑われます。

　地域の安全を妨げる国際犯罪組織の暗躍を防止するた
めには、皆さんのご協力が欠かせません。どんなにささ
いなことでも構いませんので、「おかしいな？」と思っ
たら、警察に通報してください。

【問い合わせ】　栗山警察署　☎ 72-0110

　　　　　　　　　不法就労・不法滞在防止のための理解と協力の確保
　　　　　　　   スローガン「忍び寄る犯罪組織の国際化　あなたの目が街を守る」



　町民の皆さん、こんにちは。
　すがすがしい初夏の季節となりました
が、いかがお過ごしでしょうか。

　先日、新聞で報道された「栗山町スキー
場の存続問題」についてお話しいたし
ます。
　栗山町スキー場は、昭和 46 年の開設
以来、冬季間唯一の屋外スポーツ施設と
して、また小中学校等のスキー授業やス
キー連盟によるスキー教室など、子ども
たちの教育施設として運営を行ってきた
歴史ある公共施設です。
　しかし、開設から 47 年が経過し、昨
年実施した専門業者による調査点検で、
リフト等の老朽化に伴い、安全性が確保
できない状況との報告を受け、昨シーズ
ンのスキー場運営を止む無く休止したと
ころです。
　これを受け、まちづくり懇談会や教育
委員会による説明会などで、今後のス
キー場の在り方について、多くの町民皆
さんからご意見をいただきましたが、ス
キー場の存続・廃止について賛否が分か
れました。
　行政の責任者であります私も、さまざ
まなご意見を踏まえ、熟慮を重ねてまい
りました。そのような中、今後も近隣市
町のスキー場を利用でき、子どもたちの
スキー環境を確保できること、また、主
な利用者である児童・生徒数の減少が今
後も見込まれること、さらにリフト・ロッ
ジの多額な更新費用や維持管理費の増大
など町財政への影響が大きいことなどを
総合的に勘案し、行政として、栗山町ス
キー場の廃止を決断しました。
　地域経済や町財政が右肩上がりの時代
のように、一つのまちで、すべてのもの
を揃え完結できることは、まちづくりに
とって理想ではありますが、加速度的に
進行する人口減少や厳しさの増す町財政
の中では、それは困難なことであります。
　しかし、スキー連盟をはじめ関係者の
皆さんや多くの町民皆さんが、これまで
大切に築き上げてきたものをなくすとい
うことは、私にとっても苦渋の決断であ
りました。

　町長の使命は、さまざまな町民意見に
耳を傾け、可能な限り、その期待に沿う
まちづくりを進めることと思っておりま
すが、今回それが叶わなかったことを深
くお詫びいたします。
　今後 6 月議会定例会に、栗山町スキー
場を廃止する条例を提案する予定であ
り、審議の場は町議会へと移りますが、
今回の私の決断は、20 年、30 年先の時
代を見据えた決断であることをご理解願
います。

　5 月 17 日に、幼い頃から「民謡」で
活躍する濱谷瑞希さんが、今年 12 月に
開催される全国大会、また日本代表の一
人として 7 月のオーストリア公演への出
場報告のため来庁されました。さまざま
な経験と実績を積み上げてきた濱谷さん
からは、自信と風格が感じられました。
　ふるさと栗山の誇りを胸に、全力で頑
張ってきていただきたいと思います。町
民全員で応援しましょう。

　5 月 18 日には、北学田の中川さんの
農場に行き、今年購入された自動操舵シ
ステムを搭載した田植機を見学し、実際
に乗せていただきました。通常は、１台
の田植機に運転する人、苗箱をセットす
る人など 2 ～ 3 人乗り込むところ、自動
運転なので 1 人で作業を行える優れもの
です。今後 10 年ほどで、農家戸数がさ
らに 4 割ほど減少することが見込まれる
中、これからの農業は、I ＣＴ技術の推
進が不可欠であることを、改めて実感し
た 1 日でした。

　4 月から 5 月にかけて、本町のまちづ
くりにご尽力いただいている産業・福祉・
教育など多くの団体の今年の活動が始動
しました。また、技能協会から歩道ベン
チの寄贈、さらに建設協会や共立道路さ
んの小学校グラウンド整備など、多くの
ご奉仕をいただきました。

　多くの町民皆さんからいただいた元気
パワーとまちづくりへの思いを胸に、私
も、今後待ち受ける難題に立ち向かって
まいります。　

20 年、30 年先の時代を見据えた決断！

こちら
町長室

田植えに挑戦！
少し曲がってます？

栗山町長　佐々木　学

29 広報くりやま　2019. 6 282019. 6　広報くりやま   

バービーさんも田植えツ
ア ー に 参 加 し て く れ ま
した

日　程 内　容

6 月 1 日㈯
町内小学校運動会
鈴木宗男・鈴木貴子「第 14 回北海道セミナー」大地塾

6 月 3 日㈪
介護福祉学校町長特別講義
各農業団体長歓送迎会

6 月 4 日㈫ 椿原前町長叙勲報告
6 月 5 日㈬ 栗山町国民健康保険運営協議会
6 月 7 日㈮ 消防組合議会臨時会・行政懇談会
6 月 8 日㈯ 栗山消防団春季連合消防演習

【今月の主な動向】
日　程 内　容

6 月 19 日㈬ 栗山地区警察友の会会員総会・懇親会
6 月 21 日㈮ くりやま食べて飲んでラリー
6 月 23 日㈰ 第 44 回南空知柔道少年団柔道大会
6 月 25 日㈫ 地域密着型サービス運営委員会

6 月 26 日㈬
栗山町企業等誘致推進協議会総会
空知地方総合開発期成会総会

6 月 27 日㈭
消防議会臨時会
栗山建設協会安全大会

※予定ですので変更となる場合があります。

民謡全道大会１位に輝い
た濱谷瑞希さんを激励し
ました

Kuriyama town
４月 16 日～５月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風２）

ケーナの会

寄　贈
カインドネスシオミ薬品

町図書館

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
中央１ 高薄　　満 92 4/19 本 人
南学田 髙瀬　孝一 97 4/19 本 人
中央４ 岩根　義藏 74 4/22 本 人
継 立 村岡　博明 69 4/25 本 人
中央３ 西野　文治 88 5/2 本 人
南学田 井澤　鈴子 100 5/7 勝
角 田 後藤　鶴吉 95 5/11 本 人
松風２ 原　　五一 89 5/12 本 人
中央３ 岩田アイ子 86 5/14 光 夫

おくやみ （敬称略）

人　口　    11,729 人  （＋41）
　男　　 5,437 人  （＋29）
    女　　　  6,292 人  （＋12）
世帯数　      5,876 世帯 （＋49）
※5月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

21,042,000 円

平成 31 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 4/30 までの総数　1,542 件

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

6 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA 大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）

【日　程】6 月 7 日・14 日・21 日・28 日
※ 30 食限定で無くなり次第終了となります。
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご利用
をお待ちしています。まずはお気軽にご相談ください。

くりのさとへ

金一封
山﨑　信治さん（松風３）

髙瀬　新一さん（南学田）

慰　問

傾聴ボランティア（日原富士子会長）

ビハーラ　栗山

月見草の会（高橋澄子会長）

町へ

物　品

歩道ベンチ「一休さん」４基
栗山町技能協会（山﨑信治会長）

社会福祉協議会へ

金一封
山﨑　信治さん（松風３）

  髙瀬　新一さん（南学田）

住所 氏名 月日 保護者名

松風３ 飛谷　音
お と は

羽 4/17 幸治・奈季沙
角 田 榎本　真

ま お

桜 4/23 和樹・亜沙

おめでた （敬称略）

日　程 内　容
6 月 10 日㈪

道央廃棄物処理組合事業要望（北海道防衛局）
栗山地区防犯協会総会

6 月 11 日㈫
    ～ 14 日㈮ まちづくり懇談会

6 月 13 日㈭ 退任議員感謝会
6 月 15 日㈯ 医療法人愛全会創業 50 周年式典・祝宴
6 月 17 日㈪ はちろ吉雄政経セミナー
6 月 18 日㈫
    ～ 21 日㈮ 第 6 回栗山町議会定例会


